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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS C 8147-2-10:2005 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 8147 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 8147-1 第 1 部：通則及び安全性要求事項 

JIS C 8147-2-1 第 2-1 部：始動装置の個別要求事項（グロースタータを除く） 

JIS C 8147-2-2 第 2-2 部：直流又は交流電源用低電圧電球用電子トランスの個別要求事項 

JIS C 8147-2-3 第 2-3 部：交流及び直流電源用蛍光灯電子安定器の個別要求事項 

JIS C 8147-2-7 第 2-7 部：非常時照明用制御装置の個別要求事項 

JIS C 8147-2-8 第 2-8 部：蛍光灯安定器の個別要求事項 

JIS C 8147-2-9 第 2-9 部：放電灯安定器個別要求事項（蛍光灯安定器を除く） 

JIS C 8147-2-10 第 2-10 部：管形冷陰極放電ランプ（ネオン管）の高周波動作用電子インバータ及び

変換器の個別要求事項 

JIS C 8147-2-11 第 2-11 部：照明器具用のその他の電子回路の個別要求事項 

JIS C 8147-2-12 第 2-12 部：直流又は交流電源用放電灯電子安定器の個別要求事項（蛍光灯電子安定

器を除く） 

JIS C 8147-2-13 第 2-13 部：直流又は交流電源用 LED モジュール用制御装置の個別要求事項 
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日本工業規格          JIS 
 C 8147-2-10：2017 
 

ランプ制御装置－ 

第 2-10 部：管形冷陰極放電ランプ（ネオン管）の 

高周波動作用電子インバータ及び変換器の 

個別要求事項 

Lamp controlgear-Part 2-10: Particular requirements for electronic invertors 

and convertors for high-frequency operation of cold start tubular discharge 

lamps (neon tubes) 

 

序文 

この規格は，2000 年に第 1 版として発行された IEC 61347-2-10 及び Amendment 1（2008）を基とし，我

が国の配電事情及び関連法規を考慮して，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。ただし，

追補（amendment）については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。また，附属書 JA は対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，50 Hz 若しくは 60 Hz で 1 000 V，又は直流 1 000 V を超えない入力電圧に直接接続し，

15 000 V（実効値）以下の出力電圧で動作する，ネオンサイン及び照明放電灯設備において使用する管形

冷陰極放電ランプの高周波動作用電子インバータ及び変換器（以下，インバータ及び変換器という。）に関

する個別要求事項について規定する。 

さらに，追加の安全性要求事項については，附属書 JA に規定する。 

注記 1 対応国際規格の注記は，我が国特有の要求事項であるため，本文に移動し，“10 000 V”を 

“15 000 V”に変更した。 

この規格は，次のタイプ A，タイプ B 及びタイプ C の三つのタイプのインバータ及び変換器についての

要求事項を規定する。 

－ タイプ A 周波数範囲 20 kHz～50 kHz で動作する，ピーク値が 5 000 V 以下の出力電圧（端子と大地

との間及び端子間），並びに 35 mA（実効値）及び 50 mA（ピーク値）に制限された最大出力電流をも

つインバータ又は変換器。入力電圧は，50 Hz 又は 60 Hz において 250 V 又は直流 250 V を超えない。 

注記 2 タイプ A の出力電流は，その電流値及び周波数範囲による制限によって，感電の危険を与

えない。 

注記 3 対応国際規格の注記は，我が国特有の要求事項であるため，別のタイプとして“タイプ C”

を追加した。 


